
毎日、毎日、新型コロナウィルスのニュースや話題でうんざりしている皆さんも多いことと思います。ニュースレターまで「コロナネタ」

はどうだろうか、と思いつつも、この状況だからこそ気づいたことが多々あります。

●TOPは決断スピードが大事

社長になって四半世紀以上、日 （々時 ）々決断の連続の中で生活してきたためか、私は何かを決める時にほぼ迷うことがありません。

が、日本という組織の中での私は、一般国民なので決断を待つ側です。決断する側から決断を待つ側になってみると「どんな結論でも

いいからさっさと決めてよ」という気持ちが湧いてきます。決めてもらえないと、自分の行動が決めらないのは不自由極まりないこと

です。

3月末から4月初旬にかけて、ラッシュでは早いタイミングで時差出勤やリモートワークに踏み切りました。社員に通勤の状態を確認し

、感染リスクを減らすことを考えて、東京オフィスは4月、まるっと閉鎖で完全リモートワーク。本社は時差出勤+リモートワークで対応

しています。実際に決断するタイミングでは、この先どうなるのか全くわからない状況でしたが、普段から中小企業は朝令暮改の連続

で良いと言い続けていますので「やってみてダメだったらすぐ考え直す。とりあえず、1週間はこれでやってみよう。」と社員に伝えて、即

、且つ柔軟に対応することにしました。また、感染者や濃厚接触者になりうる場合の対処もすぐに決めて、有事の際、慌てなくてもいい

状態になっています。

●人事を尽くして天命を待つ

経営者はどこか「あっけらかんとした楽天的な考え方」を持っていた方がいい、と私は思っています。色々なことを思い詰めて考えたら

、コロナじゃなくても眠れない毎日ばかりになってしまうので「まぁ、どうにかなる」という“抜け感”を大事にしています。

業種・業態によっては、そんな悠長なことを言っていられない、という状況だとは思いますが、国家の、全世界の非常事態の前に、人間

ができることは限られていると思い知らされます。でも、こんな状況だからこそ、今やることは何か、ということをラッシュでは全社員で

考えています。手を抜かず、必死にやれることをやって、もうこれ以上の努力は無理、というところまで頑張ったら、あとは運を天に任せ

るしかありません。いつか経済活動が回り始める日は必ず来ます。その時に出遅れないよう、今やれることを粛 と々やるだけです。

素人考えですが、特効薬が開発されるか、ワクチンができるかしないと、完全に元通りにはならないのではないかと思います。世界トッ

プレベルの医者や研究者が必死でやっているとは思いますが、それでも1年くらいはかかる、とニュースでは言っています。また、国や県

からの助け（助成金とか融資とか）にしても、すべての会社や人にフィットする施策などありません。それはわかっていますが、せめて、

官僚になるような賢い人が、若いうちに中小企業の経営をやってから、国を動かす役に就けばもっといい感じの中小向けの危機管理

対策案ができるんじゃないか、と思ってしまいますが、どうでしょうか。

NEWS LETTER
毎日、毎日、新型コロナウィルスのニュースや話題でうんざりしている皆さんも多いことと思います。

ニュースレターまで「コロナネタ」はどうだろうか、と思いつつも、この状況だからこそ気づいたことが多々あります。

●TOPは決断スピードが大事

社長になって四半世紀以上、日 （々時 ）々決断の連続の中で生活してきたためか、私は何かを決める時にほぼ迷うことがありません。

が、日本という組織の中での私は、一般国民なので決断を待つ側です。

決断する側から決断を待つ側になってみると「どんな結論でもいいからさっさと決めてよ」という気持ちが湧いてきます。

決めてもらえないと、自分の行動が決められないのは不自由極まりないことです。

3月末から4月初旬にかけて、ラッシュでは早いタイミングで時差出勤やリモートワークに踏み切りました。

社員に通勤の状態を確認し、感染リスクを減らすことを考えて、東京オフィスは4月、まるっと閉鎖で完全リモートワーク。

本社は時差出勤+リモートワークで対応しています。実際に決断するタイミングでは、この先どうなるのか全くわからない

状況でしたが、普段から中小企業は朝令暮改の連続で良いと言い続けていますので「やってみてダメだったらすぐ考え直す。

とりあえず、1週間はこれでやってみよう。」と社員に伝えて、即、且つ柔軟に対応することにしました。

また、感染者や濃厚接触者になりうる場合の対処もすぐに決めて、有事の際、慌てなくてもいい状態になっています。

●人事を尽くして天命を待つ

経営者はどこか「あっけらかんとした楽天的な考え方」を持っていた方がいい、と私は思っています。

色々なことを思い詰めて考えたら、コロナじゃなくても眠れない毎日ばかりになってしまうので「まぁ、どうにかなる」という

“抜け感”を大事にしています。業種・業態によっては、そんな悠長なことを言っていられない、という状況だとは思いますが、

国家の、全世界の非常事態の前に、人間ができることは限られていると思い知らされます。

でも、こんな状況だからこそ、今やることは何か、ということをラッシュでは全社員で考えて

います。手を抜かず、必死にやれることをやって、もうこれ以上の努力は無理、というところ

まで頑張ったら、あとは運を天に任せるしかありません。

いつか経済活動が回り始める日は必ず来ます。その時に出遅れないよう、今やれることを

粛 と々やるだけです。

素人考えですが、特効薬が開発されるか、ワクチンができるかしないと、完全に元通りには

ならないのではないかと思います。世界トップレベルの医者や研究者が必死でやっていると

は思いますが、それでも1年くらいはかかる、とニュースでは言っています。

また、国や県からの助け（助成金とか融資とか）にしても、すべての会社や人にフィットする

施策などありません。それはわかっていますが、せめて、官僚になるような賢い人が、若いう

ちに中小企業の経営をやってから、国を動かす役に就けばもっといい感じの中小向けの危

機管理対策案ができるんじゃないか、と思ってしまいますが、どうでしょうか。

Messa
ge from

 President

20202020
MayMay

この色紙は、リーマン・トヨタショック後に私がとてもお世話になり、
多くのことを教わったオネストン株式会社の故佐々木正喜会長から
「今のボクの心境だよ」といただいたもの。
10年以上、Ｒｕｓｈの会議室に飾ってあり、まさに「今の私の心境」です。

「この秋は雨か嵐か知らねども、
　今日の務めの田草とるなり」 ―― 二宮尊徳
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【重要】ニュースレターに関するお問い合わせ・ご意見・ご要望は
　　　　＜news_letter@rush-i.com＞までお願いします。
　　　　お届け先の変更や、ニュースレター送付不要の際もお知らせいただければ幸いです。　

コロナウイルスによる不安が続く世の中ですが、新入社員の入社という良いニュースもあります！
良い仕事ができるように、健康第一で頑張ります。

Kaho Kurachi

Editor’s Note

～ 2020年度 新入社員 入社式！ ～
今年は、Rushに2名が新入社員として入社しました！
今回はそんなフレッシュな2人に意気込みを尋ねました。

ラッシュ社員のオススメの本や漫画をご紹介します！

ラッシュ社員のオススメの一冊！

オススメした人　坂本

著　者：デビッド・アレン 氏（著）田口元 氏（翻訳）

出版社：二見書房

はじめてのGTD 
ストレスフリーの整理術 

オススメ理由

Vol.3

仕事におけるタスクの整理はもちろん、日常生活における様々な作業
の優先順位を考える際に参考になる本だと思います。
自身はこの本を読んで漠然とした「やらなきゃいけないこと」という
考え方ではなく、「次に取るべき”行動”を具体的に明らかにする」
という本書中の教えを意識するようになりました。習慣化できるよう
頑張ります！

初めまして。4月から新しく入社した、
野間悠里杏です。
何事にも感謝し、感謝されるような仕事
ができる人になれるよう、努力してまい
ります。よろしくお願いいたします。

野間 悠里杏
Noma Yuria

初めまして。4月から入社いたしました、
寺西と申します。
就職活動の中でラッシュと巡り合い、
今働けていることを誇りに思います。
精一杯頑張るのでよろしくお願いします。

Teranishi Miki
寺西 美紀




